第５回市民憲章検討委員会会議報告
■日    時    平成13年11月6日（火） 15:00～16:10

■場    所    職員厚生会館 第1研修室

■関 係 者    出席者  9人

                市民憲章検討委員  7人

                  斉藤進（委員長）、浅田勁、岡基忠信、木村郁子、斎藤八郎、多賀名和枝、

                  林ヒサ子
                事務局  2人
                  企画調整部企画調整課 竹内総括主幹、渡辺
                傍聴者  0人

内        容
○開会

１  市民憲章(第２次素案)に関する市民意見等の募集結果について

  ●事務局（渡辺）から、提言後の経過と市民意見等の募集結果について説明した。

  ●事務局（竹内総括主幹）から、パブリック・コメント手続制度に則った意見募集は、まだ

    パブリック・コメント手続条例、男女共同参画推進条例、市民憲章の３件しかないこと、

    この制度では成案を示して意見を求め、行政の責任において考え方を回答することになっ

    ているが、市民憲章の場合、市民参加で作り上げてきたという経過を考えて、委員への報

    告の場を設けたことを補足説明した。

■斉藤（進）委員長

  ・簡素で、総合的で、未来に向けての方向性を示すものとして作成した市民憲章への感想や

    意見は私たちの提言に対する意見と考えることができる。

  ・「国際貢献」と「国際交流」は委員会でも議論した点である。

■斎藤（八）委員

  ・「案文（本文）について」の２番目の意見は、委員会での議論を踏まえた上での意見のよう

    だが、提出者は委員ではないのか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・委員ではないが、パブリック・コメント用詳細資料として委員会の会議報告も公開してい

    るので、それを読んで意見を提出したと思う。

■斎藤（八）委員

  ・パブリック・コメント手続制度では、行政が答える責任があると聞いたが、答える際に、

    行政の考え方を委員会で報告したことも公開した方がよい。

■事務局：竹内総括主幹

  ・制度上は委員会に諮ることは求められていないが、委員会で報告したことを公表資料に記

    載してよいか行政管理課に確認する。また、この委員会の会議報告は公開する。

■斎藤（八）委員

  ・意見提出者には個別に回答した方が行政を身近に感じられると思う。

■事務局：竹内総括主幹

  ・今回は意見提出数が少ないので、個別回答も可能だが、意見が多い場合は対応できないの

    で、制度では規定していない。会議報告を公開することで、自分の意見に対する委員会で

    の議論を知ることができると思う。

■岡基委員

  ・パブリック・コメントの後で委員会としての提言を出した方がよかったのではないか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・市民憲章は素案作成段階でも意見募集したが、パブリック・コメント手続制度の趣旨は成

    案に対して意見募集することであり、国の制度に準じている。

■多賀名委員

  ・「その他について」の２番目の意見の回答で教育基本計画について触れているが、策定委員

    会を傍聴すると議論があまり充実していないように感じる。市民が関心を持たないといい

    ものができないと思うので、市民と共に作り上げた教育基本計画に基づいて、今後の教育

    行政を進めていく考えであることを入れてほしい。

■斎藤（八）委員

  ・「教育基本計画を策定し、それに基づいて、特色を持ち、実効性のある教育行政を推進する」

    としたらどうか。

  ・市民憲章の解説の表現が硬いので、わかりやすくした方がよい。

■事務局：竹内総括主幹

  ・ホームページやちらしでわかりやすく説明する。

■林委員

  ・「「私たち横須賀市民は」が本文に共通する主語である。」と解説に追加したのはよい。

■木村委員

  ・英語版を作る予定はあるか。

■多賀名委員

  ・英語だけでは不十分なので、多言語で作るとよい。

■林委員

  ・多言語というと一般的には何か。

■事務局：渡辺

  ・一般には、英語・スペイン語・ポルトガル語・中国語・ハングルである。

■林委員

  ・点字版も考えてほしい。

■岡基委員

  ・個人としては、「国際貢献」というと何をしていいのかとまどうが、多様化している横須賀

    ではすでに「国際貢献」している人もいると思うので、このままでよいと思う。

■斎藤（八）委員

  ・近所に住む外国人と仲良くすることだけでも「国際貢献」といえると思う。この意見提出

    者はシステマティックなものを国際貢献だと考えているようだが、それは狭義の国際貢献

    である。

■岡基委員

  ・解説に「交流、共生、国際性が含まれている」とあるので、「国際貢献」という言葉でも納

    得した。

■林委員

  ・本文１項は具体的には「国際海の手文化都市」を表しているのか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・そのとおりである。

■岡基委員

  ・先に「国際貢献」の定義を決めてから文章を作成するのが一般的で、拡大解釈していくの

    は疑問である。広義の解釈をすると、「国際貢献」＝「開かれたまち」になってしまう。

    英訳する時も難しいのではないか。

■斎藤（八）委員

  ・「市としては広義の国際貢献を考えており、そこには交流も含まれる」と回答してもよいの

    ではないか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・ここまで議論になった４点については、委員会の意見を踏まえて、次のような方向で進め 

    られるよう行政内部で協議する。

  ・「国際貢献」については「広い意味での国際貢献を進めていく考えである」という趣旨を回

    答に追加する。

  ・「教育基本計画」については、「教育基本計画策定だけで終わるのではなく、それに基づい

    た教育行政を進める考えである」という趣旨を回答に追加する。

  ・パブリック・コメント結果に対する市の考え方は委員会に報告したものであることを公表

    資料に記載することが可能か行政管理課に確認し、可能であれば修正する。

  ・多言語版、点字版の作成は前向きに検討する。

  ・今後のスケジュールだが、「市民憲章（第２次素案）に関する市民意見等の募集結果」は企

    画調整課、市政情報コーナー、ホームページで公開する。市民憲章は12月第４回定例会に

    議案として提出し、制定後、広報よこすか、ホームページ、パンフレットなどを通じて周

    知する。

■斉藤（進）委員長

  ・６月から５回の委員会を通じて、市民憲章を作成してきたが、皆さんに熱意を持って議論

    していただいたことに感謝している。私たちが生み出した子どものようなものである市民

    憲章を育て、生かしていくために、今後私たちが地域のリーダーとなって広めていく必要

    がある。引き続き皆さんのご協力をお願いしたい。

○閉会

  以  上
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